
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

三
十
年
前
、
創
立
百
年
・

再
興
二
十
周
年
の
記
念
式
典

が
盛
大
か
つ
厳
粛
に
挙
行
さ

れ
た
。
今
回
の
式
典
に
参
加

し
な
が
ら
、
当
時
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
た
が
、

こ
こ
で
は
、
ま
こ
と
に
些
細

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
記
し

て
お
き
た
い
▼
式
典
の
前

日
、
最
後
の
準
備
に
事
務
局

全
体
が
殺
気
立
っ
て
い
た
中

で
の
こ
と
。
学
長
室
に
呼
ば

れ
て
指
示
を
受
け
て
い
た
と

こ
ろ
へ
、
庶
務
課
の
職
員
が

名
簿
を
持
参
し
た
。
ど
う
や

ら
、
大
事
な
名
簿
に
修
正
を

要
す
る
箇
所
が
出
て
き
て
、

学
長
が
書
き
直
す
よ
う
に
命

じ
た
ら
し
い
。
学
長
は
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、「
や
れ

ば
で
き
る
も
の
で
す
ね
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
庶
務
課
員

は
、「
は
い
」
と
答
え
て
下
が

っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

顔
に
は
、「
た
い
へ
ん
だ
っ
た

ん
で
す
よ
」
と
い
う
思
い
が

あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
い
た

（
よ
う
に
思
う
）
▼
三
十
年

前
、
文
書
は
ペ
ン
で
手
書
き

す
る
し
か
な
か
っ
た
時
代
で

あ
る
。
名
簿
の
一
箇
所
を
直

す
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
全
部

を
書
き
直
す
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
た
と
え
数
百
名

分
で
あ
ろ
う
と
。
今
は
、
パ

ソ
コ
ン
が
あ
る
の
で
、
名
簿

の
訂
正
は
一
瞬
で
済
む
。
大

学
に
は
、
変
え
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
、
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
が
あ
る

が
、
名
簿
作
り
の
方
法
は
た

ぶ
ん
後
者
だ
ろ
う
。

倉
田
山

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年

記
念
行
事
を
挙
行

記
念
行
事
を
挙
行

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
三
十

日
に
か
け
て
、
本
学
に
お
い

て
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興

五
十
周
年
を
祝
う
記
念
行
事

が
執
り
行
わ
れ
た
。
開
学
記

念
日
に
あ
た
る
三
十
日
に
は

彬あ
き

子こ

女
王
殿
下
の
御
台
臨
を

仰
ぎ
、
記
念
式
典
を
盛
大
に

挙
行
。
前
日
の
二
十
九
日
は

安
倍
晋
三
元
首
相
に
よ
る
講

演
会
、
雅
楽
師
・
東
儀
秀
樹

氏
を
迎
え
て
の
演
奏
会
な
ど

が
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
二

千
人
が
来
場
し
た
。

　

記
念
式
典
は
開
学
記
念
日

と
な
る
四
月
三
十
日
、
本
学

記
念
講
堂
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。
式
典
に
は
来
賓
の
方

方
を
は
じ
め
神
社
界
、
教
育

界
、
学
内
外
か
ら
約
千
名
が

参
列
。
開
始
時
刻
の
十
時
半

に
な
る
と
半
田
美
永
文
学
部

長
よ
り
開
式
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
厳
か
に
始
ま
っ
た
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
き
、
演
壇

に
立
っ
た
清
水
潔
学
長
は
、

賀
陽
宮
那
憲
王
の
令
旨
を
奉

読
。
式
辞
で
は
「
創
立
百
三

十
周
年
、
再
興
五
十
周
年
の

記
念
式
典
が
彬
子
女
王
殿
下

の
御
台
臨
を
仰
ぎ
盛
大
に
挙

行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
私
ど

も
に
と
っ
て
無
上
の
光
栄
で

あ
り
限
り
な
い
喜
び
」
と
語

り
、「
創
立
以
来
、
本
学
は
一

貫
し
て
わ
が
国
の
歴
史
と
伝

統
に
根
ざ
し
た
道
義
と
学
問

の
究
明
に
努
め
、
神
道
を
基

調
と
す
る
独
自
の
人
間
教
育

を
展
開
し
、
文
明
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

き
た
。
混
迷
す
る
現
代
に
お

い
て
そ
の
重
要
性
は
益
々
高

ま
っ
て
お
り
、
今
改
め
て
建

学
の
精
神
に
思
い
を
致
し
つ

つ
、
全
学
一
体
と
な
っ
て
国

家
有
為
の
人
材
育
成
に
努
め

た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

彬
子
女
王
殿
下
よ
り
お
言

葉
を
賜
っ
た
後
、
佐
古
一
洌

理
事
長
の
告
辞
、
小
串
和
夫

館
友
会
会
長
の
ご
挨
拶
と
続

き
、
来
賓
か
ら
は
平
野
博
文

文
部
科
学
大
臣
（
常
盤
豊
文

部
科
学
省
審
議
官
が
代
読
）、

鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮
司
、

北
白
川
道
久
神
社
本
庁
統

理
、鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事
、

納
谷
廣
美
私
立
大
学
連
盟
副

会
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、「
こ
の
佳
節
を
契
機
に
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
さ
ら

な
る
教
育
の
充
実
を
期
待
す

る
」
な
ど
の
お
祝
い
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
た
。

彬
子
女
王
殿
下
お
言
葉

彬
子
女
王
殿
下
お
言
葉

　

本
日
茲
に
、
皇
學
館
大
学
創
立
百
三

十
年
の
佳
き
年
、
佳
き
日
に
、
記
念
式

典
に
出
席
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

嬉
し
く
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

西
に
位
置
す
る
「
皇
學
館
」
は
、
明

治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
四
月
三
十

日
、神
宮
祭
主
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の「
令

達
」
に
よ
り
、
神
宮
林
崎
文
庫
内
に
設

置
さ
れ
、
後
に
官
立
の
専
門
学
校
を
経

て
、
本
年
百
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

東
に
位
置
す
る
「
國
學
院
」
は
、
同

明
治
十
五
年
十
一
月
四
日
、
有
栖
川
宮

幟
仁
親
王
の
「
告
諭
」
に
よ
り
、
皇
典

講
究
所
内
に
設
置
さ
れ
、
後
に
私
立
の

専
門
学
校
を
経
て
、
本
学
と
同
様
、
今

年
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私

わ
た
く
しの
母
校
で
あ
り
ま
す
学
習

院
は
、
弘
化
四
年（
一
八
四
七
年
）京
都

御
所
の
日ひ

の

御ご

門も
ん

前
に
開
講
さ
れ
、
そ
の

二
年
後
に
孝
明
天
皇
に
「
勅
額
」
を
賜

り
、
本
年
で
百
六
十
三
年
を
閲け

み

し
ま
し

た
。

　

以
上
三
校
は
、
国
内
に
数あ

ま
た多
有
る
大

学
校
の
中
で
、
際
立
っ
た
特
徴
を
持
つ

教
育
機
関
で
あ
り
、
ほ
か
に
類
例
を
見

る
事
の
出
来
な
い
貴
重
な
校
風
を
要
す

る
、
言
わ
ば
「
姉
妹
校
」
で
あ
る
と
、

同
じ
く
学
習
院
の
卒
業
生
で
あ
る
父
が

常
日
頃
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

三
校
の
各

お
の
お
の
の
建
学
の
精
神
は
、「
文

章
、
文も

ん

言ご
ん

」
の
上
で
は
微
妙
に
差
異
が

み
ら
れ
る
の
は
言
う
迄
も
無
い
事
で
す

が
、
基
本
的
な
部
分
に
関
し
て
は
共
通

見
解
を
有
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
即

ち
世
界
に
類
を
見
な
い
唯
一
無
二
の

「
日
本
」
と
い
う
国
体
の
持
つ
伝
統
、
風

習
、価
値
観
等
を
真
摯
に
見
つ
め
直
し
、

発
展
さ
せ
る
為
に
、
一
人
一
人
が
研
鑽

を
積
む
こ
と
の
重
要
性
を
第
一
義
に
掲

げ
て
い
る
点
で
す
。

　

我
が
国
は
、
百
二
十
五
代
の
万
世
一

系
の「
天
皇
」を
戴
き
、「
一い

っ

君く
ん

万ば
ん

民み
ん

」と

言
う
他
国
に
見
る
事
の
出
来
な
い
、「
国

柄
」
を
、
こ
の
悠
久
の
歴
史
の
中
で
育

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
神
道
」
と
い
う
、
諸
外
国
の

持
つ
「
宗
教
」
と
い
う
概
念
で
は
解
明

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
独
特
の
「
神

の
道
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
信
仰
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
を
頂
点
と
し
、
全
国
津

々
浦
々
の
鎮
守
の
森
の
社

や
し
ろ
に
至
る
神
社

の
存
在
を
、
日
本
人
は
古
代
か
ら
現
代

ま
で
途
切
れ
る
事
な
く
、
日
常
の
生
活

の
中
に
極
く
当
た
り
前
に
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
歴
史
上
た
び
た
び
あ
っ
た

外
来
宗
教
の
伝
来
に
際
し
て
も
、
宗
教

戦
争
を
起
す
こ
と
な
く
、
そ
の
時
代
ご

と
に
受
け
入
れ
、
共
存
し
て
こ
ら
れ
た

の
は
、「
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神
々
」
と
い
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
神
道
」
が
多
神
教
で
あ

り
、
そ
の
思
想
が
日
本
人
の
根
底
に
、

先
祖
代
々
流
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

海
外
で
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
と
、

「
日
本
の
宗
教
は
何
か
」、「
神
道
と
は
何

か
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。私

わ
た
く
しは
長
い
間
、

そ
の
問
い
に
う
ま
く
答
え
る
こ
と
が
出

来
ず
に
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私

わ
た
く
しは
、

あ
る
神
職
の
方
に
お
目
に
か
か
っ
た

時
、
同
じ
質
問
を
投
げ
か
け
て
み
ま
し

た
。
そ
の
方
は
一
筋
の
迷
い
も
無
く
、

「
今
こ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

神
様
に
感
謝
す
る
こ
と
で
す
。」と
お
答

え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

わ
た
く
しは
こ
の
お
答

え
に
積
年
の
胸
の
痞つ

か

え
が
降
り
る
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
神
の
道
と
は

感
謝
を
す
る
こ
と
か
ら
開
け
て
く
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。最
近
は
、「
有
難
う
」

の
言
葉
す
ら
言
え
な
い
大
人
が
増
え
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
感
謝
の
心
は
、

人
の
心
を
豊
か
に
し
、幸
せ
に
し
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
神
の
道
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
、
ひ
い
て
は
精
神
的
に
豊

か
な
日
本
と
い
う
国
の
発
展
へ
も
寄
与

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

創
立
百
三
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

の
今
、
皇
學
館
の
す
べ
て
の
関
係
者
の

皆
様
は
も
と
よ
り
、
伝
統
あ
る
三
校
が

手
を
携
え
、
今
、「
何
を
為
す
べ
き
か
」

を
真
摯
に
熟
考
さ
れ
、
以
っ
て
我
が
国

の
真
の
発
展
の
為
に
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
し
つ
つ
、
私

わ
た
く
しよ
り
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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万感万感の思いをいを胸に

流麗流麗なな調調べでべで聴衆聴衆をを魅了魅了
東儀秀樹東儀秀樹氏氏とと雅楽部雅楽部がが共演共演
　

記
念
演
奏
会
は
東
儀
秀
樹

氏
と
本
学
雅
楽
部
に
よ
る
コ

ラ
ボ
演
奏
と
、
東
儀
氏
一
人

に
よ
る
ソ
ロ
演
奏
の
二
部
構

成
で
行
わ
れ
た
。
共
演
曲
は

「
君
が
代
」「
越
天
楽
幻
想
曲
」

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
、ソ
ロ

で
は
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」「
大
河

悠
久
」「
ボ
ー
イ
ズ
ハ
ー
ト
」

を
演
奏
。「
君
が
代
」に
つ
い

て
東
儀
氏
は
、「
雅
楽
の
様
式

に
則
っ
た
メ
ロ
デ
ィ
で
あ

り
、
伝
統
文
化
の
特
徴
を
示

す
重
要
な
作
ら
れ
方
を
し
て

い
る
」
と
解
説
し
た
。
加
え

て
、
日
本
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
と
き
、
江
戸
以
降
の
〝
侘

び
寂
び
〞
に
注
目
が
集
ま
る

こ
と
に
触
れ
、「
平
安
時
代
に

お
け
る
〝
雅
〞
の
文
化
に
も
、

も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
雅

楽
で
使
わ
れ
る
和
楽
器
や
音

の
特
性
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

た
東
儀
氏
。
た
と
え
ば
、
笙

し
ょ
う

が
紡
ぎ
出
す
音
は
天
か
ら
射

し
込
む
光
を
表
し
、
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
ル
ー
ツ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
篳ひ

ち

篥り
き

は
地
上
の

音
の
象
徴
、
竜り

ゅ
う

笛て
き

は
天
地
の

間
を
行
き
交
う
竜
の
鳴
き
声

を
模
し
、
合
奏
す
る
こ
と
で

〈
宇
宙
〉を
表
現
し
て
い
る
と

い
う
。
さ
ら
に
、
音
に
は
季

節
感
や
体
の
細
胞
に
働
き
か

け
る
力
が
あ
り
、
春
を
意
味

す
る
「
ソ
」
は
肝
臓
に
、
秋

を
表
す
「
ミ
」
は
花
粉
症
に

効
く
と
い
っ
た
余
話
も
印
象

的
で
、
聴
衆
は
興
味
深
げ
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

安
倍
氏
に
よ
る
講
演
会
に
引
き
続
き
、
記
念
講
堂
で
は

雅
楽
師
・
東
儀
秀
樹
氏
と
本
学
雅
楽
部
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
記
念
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
。
よ
ど
み
の
な
い
美
し
い
音

色
が
流
れ
だ
す
と
会
場
は
一
瞬
に
し
て
平
安
の
昔
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
。
聴
衆
は
千
年
の
時
を
超
え

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
雅
な
音
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
。

万感の思いを胸に
慰霊祭・記念展示ほか

　

記
念
行
事
期
間
中
は
祭
典

の
ほ
か
、
慰
霊
祭
や
創
立
以

来
の
歴
史
を
た
ど
る
記
念
展

示
、
各
施
設
の
開
放
・
見
学
、

祝
賀
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
た
。

　

四
月
二
十
九
日
、
十
一
時

か
ら
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た

物
故
者
慰
霊
祭
は
皇
學
館
と

縁
を
結
び
、創
立
百
三
十
年
、

再
興
五
十
年
の
学
び
の
道
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
三
〇
八
二

柱
の
御
霊
に
対
し
斎
行
さ

れ
、
先
人
の
偉
業
に
改
め
て

敬
意
と
感
謝
の
念
が
表
さ
れ

た
。

　

記
念
展
示
は
「
神
宮
皇
學

館
・
神
宮
皇
學
館
大
學
・
皇

學
館
大
学
の
軌
跡　

明
治
十

五
年
〜
平
成
二
十
四
年　

」

と
題
し
、
四
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
日
ま
で
の
二
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
展
示

物
は
皇
學
館
に
関
す
る
文
書

や
記
録
、
絵
図
、
写
真
な
ど

約
二
百
点
。
来
館
者
は
神
宮

皇
學
館
時
代
の
卒
業
証
書
や

館
町
校
舎
開
館
式
の
写
真
、

學
館
俳
句
会
の
同
人
誌
、
氏

名
が
寄
せ
書
き
さ
れ
た
出
征

国
旗
な
ど
初
め
て
目
に
す
る

　

記
念
行
事
の
開
催
に
あ
わ
せ
、

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
二
十
六

日
ま
で
の
お
よ
そ
一
カ
月
間
、
神

道
博
物
館
に
て
「
神
社
名
宝
展　

参
り
・
祈
り
・
奉
る　

」
が
開
催

さ
れ
た
。
品
目
は
神
宮
を
は
じ
め

と
す
る
東
海
・
近
畿
な
ど
の
著
名

な
神
社
十
三
社
が
所
蔵
す
る
名
宝

計
一
〇
五
点
。
展
示
は
第
一
部
を

「
神
々
と
神
社
宝
物
の
精
華
」、
第

二
部
を
「
神
社
境
内
図
と
参
詣
曼

荼
羅
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
期
間

中
の
入
場
者
総
数
は
三
二
二
六
名

と
い
う
盛
況
ぶ
り
を
み
せ
た
。

　
「
当
時
の
人
々
の
崇
敬
心
や
祭

典
の
様
子
、
時
代
背
景
、
技
術
の

高
さ
な
ど
宝
物
か
ら
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
」

と
語
る
の
は
、
同
博
物
館
の
学
芸

員
を
務
め
る
岡
田
芳
幸
教
授
だ
。

た
と
え
ば
、
三
重
・
多
度
大
社
所

蔵
の
多
度
鏡
四
面
は
文
様
が
鳳
凰

な
ど
空
想
上
の
生
き
物
か
ら
小
鳥

や
ス
ス
キ
と
い
っ
た
身
近
な
動
植

物
へ
と
変
遷
し
て
お
り
、
大
陸
的

な
美
的
感
覚
が
次
第
に
和
様
化
し

て
い
っ
た
様
子
が
わ
か
る
と
い

う
。
京
都
・
八
坂
神
社
所
蔵
の
祇

園
社
絵
図
に
は
現
存
し
て
い
な
い

多
宝
大
塔
や
坊
舎
な
ど
が
描
か
れ

て
い
て
、
中
世
に
お
け
る
祇
園
社

の
姿
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る
た
め
建
築
史
的

に
も
重
要
な
の
だ
そ
う
だ
。

　

来
場
者
は
一
様
に
ガ
ラ
ス
に
顔

を
く
っ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
熱
心

に
覗
き
込
ん
で
お
り
、
岐
阜
か
ら

訪
れ
た
男
性
は
「
山
城
に
興
味
が

あ
っ
て
古
地
図
を
見
る
が
、
神
社

と
は
配
置
の
仕
方
が
違
い
面
白
か

っ
た
」
と
話
し
た
。
滋
賀
県
か
ら

や
っ
て
来
た
と
い
う
男
性
は
「
曼

荼
羅
を
見
る
と
当
時
の
神
仏
習
合

の
あ
り
方
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、

興
味
深
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

貴
重
な
資
料
に
じ
っ
く
り
見

入
っ
て
い
た
。

　

二
日
間
に
わ
た
る
記
念
行

事
の
最
後
を
飾
る
祝
賀
会

は
、
三
十
日
の
十
二
時
よ
り

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

寿
ぎ
の
余
韻
が
漂
う
な
か
乾

杯
し
た
り
談
笑
す
る
光
景
が

見
ら
れ
た
。
宴
も
た
け
な
わ

と
な
っ
た
午
後
一
時
半
頃
、

神
社
本
庁
長
老
で
二
見
興
玉

神
社
宮
司
の
片
岡
昭
雄
様
の

万
歳
三
唱
に
て
お
開
き
と
な

っ
た
。

三
千
人
超
が
秘
蔵
の
名
宝
を
鑑
賞

神
社
名
宝
展　
参
り
・
祈
り
・
奉
る　

安
倍
晋
三
元
首
相

安
倍
晋
三
元
首
相
がが
来
学
来
学

　

記
念
行
事
の
初
日
、
二
十

九
日
に
は
、
元
首
相
で
自
民

党
衆
議
院
議
員
で
あ
る
安
倍

晋
三
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
日

本
の
未
来　

皇
學
館
に
望
む

こ
と　

」
と
題
し
た
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
安
倍

氏
は
本
学
の
第
二
代
総
長
で

あ
る
岸
信
介
氏
を
祖
父
に
も

つ
な
ど
本
学
と
縁
が
深
い
。

ま
た
、
首
相
在
任
中
は
戦
後

レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
め

ざ
し
、
愛
国
心
や
道
徳
心
を

備
え
た
日
本
人
を
育
成
し
よ

う
と
教
育
基
本
法
の
改
正
に

取
り
組
む
な
ど
、
本
学
の
建

学
の
精
神
に
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

講
演
で
は
、
森
喜

朗
氏
や
小
泉
純
一
郎

氏
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
外
交
の
裏

話
を
織
り
交
ぜ
聴
衆

の
笑
い
を
誘
い
な
が

ら
も
、
日
本
に
つ
い

て
語
る
場
面
で
は
一

転
真
剣
な
表
情
に
。

そ
し
て
、「
占
領
時
代

に
作
ら
れ
た
仕
組
み

や
歴
史
と
決
別
し
、
真
の
独

立
を
日
本
人
の
手
で
勝
ち
取

る
べ
き
」
と
話
し
、「
水
を
分

か
ち
合
っ
て
き
た
、
日
本
人

と
い
う
農
耕
民
族
に
ふ
さ
わ

し
い
資
本
主
義
の
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
熱
く

語
っ
た
。
最
後
に
、
敗
戦
翌

　

津
市
か
ら
や
っ
て
来
た
と

い
う
夫
婦
は
「
初
め
て
聴
く

音
な
の
に
ど
こ
か
懐
か
し

く
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
だ

っ
た
」
と
語
っ
た
。
慰
霊
祭

に
参
列
す
る
た
め
姫
路
市
か

ら
や
っ
て
来
た
と
い
う
家
族

は
か
ね
て
よ
り
東
儀
氏
の
フ

ァ
ン
だ
っ
た
と
言
い
、「
感
動

の
あ
ま
り
涙
が
出
た
。
本
当

に
素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ

た
」と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

年
の
歌
会
始
で
詠
ま
れ
た

昭
和
天
皇
の
御
製
「
降
り
積

も
る
深
雪
に
耐
え
て
色
変
え

ぬ
松
ぞ
雄
々
し
き
人
も
か
く

あ
れ
」
を
紹
介
し
、「
日
本
の

国
柄
、伝
統
を
守
り
伝
え
、日

本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ

た
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
貴

学
の
果
た
す
役
割
、
使
命
は

大
き
く
、
重
い
。
今
後
の
発

展
と
教
育
研
究
に
お
け
る
さ

ら
な
る
研
鑽
と
実
践
に
期
待

し
た
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

／

／

／
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本
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
伊
勢
市
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
〝
地
元

愛
〞
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
伊
勢
市
役
所
の
方
々

に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
伊
勢
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
学
進
学
さ
れ
て
か
ら
三
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
新
し
い
生
活
に
は
慣
れ

ま
し
た
か
。

　

さ
て
、私
が
働
く
「
情
報
調
査
室
」
で

す
が
、「
情
報
調
査
っ
て
何
や
ろ
」
と
思

わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
は
、
伊
勢
市
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
情
報
収
集
・
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
共
有
を
図
り
透

明
で
わ
か
り
や
す
い
行
政
運
営
を
進
め

る
た
め
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
調
査
室
は
、
情
報
調
査
係
、
行

革
係
、
統
計
係
で
構
成
さ
れ
、
市
役
所

を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
見
つ
め
な
が
ら

仕
事
を
進
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
は
、
予
算
・
決
算
情

報
の
発
信
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト

集
の
作
成
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

や
、
市
の
事
業
が
効
率
的
・
効
果
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
点
検
す
る
「
事
業

総
点
検
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
、
現
代
日
本
社
会
学

部
の
先
生
方
や
学
生
の
方
々
と
の
共
同

研
究
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
統
計
デ
ー

タ
の
分
析
を
行
い
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

伊
勢
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ

の
機
会
を
通

じ
て
学
生
の
皆

さ
ん
に
も
伊
勢
市

の
魅
力
や
問
題
点

を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

内
部
管
理
事
務
で
地
味
な
職
場
で
す

が
、
私
た
ち
は
、
仕
事
を
通
じ
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
役
所
が
風
通
し
の
よ
い
関

係
を
つ
く
り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

進
め
る
こ
と
で
市
民
満
足
度
が
向
上
す

る
た
め
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
が
私
た

ち
の
目
標
で
す
。

　

長
い
よ
う
で
短
い
四
年
間
で
す
。
有

意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

共
同
研
究
で
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
た
い

志
高
く
、七
四
三
名

志
高
く
、七
四
三
名
がが
入
学
入
学

皇
學
館
大
学
入
学
式

　

十
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
典

は
開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
の

後
、
本
学
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
賀
陽
宮
邦
憲
王
令
旨
」

を
清
水
潔
学
長
が
厳
か
に
奉

読
。
続
く
式
辞
に
お
い
て
清

水
学
長
は
、
新
入
生
た
ち
の

入
学
を
許
可
し
た
の
ち
、
大

学
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
二
つ
の
心
得
を
説
い
た
。

　

一
つ
は
、
大
学
が
「
学
問

の
府
」
で
あ
る
自
覚
を
深
め

る
こ
と
。
単
に
知
識
を
詰
め

込
む
の
で
は
な
く
、
人
間
と

は
な
ん
ぞ
や
、
わ
れ
如
何
に

生
き
る
べ
き
か
、
と
い
う
根

源
的
な
問
い
を
常
に
抱
き
な

が
ら
、
自
ら
進
ん
で
問
題
や

課
題
を
見
出
し
、
探
求
す
る

研
究
的
な
姿
勢
が
学
生
に
は

求
め
ら
れ
、
そ
う
し
て
培
わ

れ
た
力
は
生
涯
に
わ
た
り
必

ず
有
効
に
働
く
と
熱
く
語
っ

た
。

　

も
う
一
つ
は
、
本
学
の
個

性
や
学
風
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
。「
皇
學
」の
二
字
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
千

年
余
に
お
よ
ぶ
歴
史
を
支

え
、
独
自
の
文
化
を
生
み
育

て
て
き
た
日
本
人
の
心
を
探

り
、
明
ら
か
に
す
る
の
が
本

学
の
学
問
の
核
心
で
あ
る
と

力
強
く
述
べ
た
。

　

続
い
て
佐
古
一
洌
理
事
長

が
告
辞
で
、「
学
ん
だ
知
識
の

量
と
志
の
高
さ
は
比
例
し
ま

す
。
我
が
国
の
真
髄
に
触
れ

て
大
い
に
学
び
、
友
と
語
ら

い
心
を
練
り
、体
を
鍛
え
て
、

悔
い
の
な
い
青
春
の
日
々

を
」
と
激
励
し
た
。
ま
た
、

鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮
司
か
ら

も
「
皇
學
館
大
学
に
お
い
て

古
来
か
ら
伝
わ
る
日
本
の

『
心
』
を
学
ぶ
こ
と
は
、い
ま

だ
見
ぬ
社
会
を
切
り
開
き
将

来
の
日
本
を
担
っ
て
い
く
う

え
で
大
き
な
原
動
力
に
な
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
熱
い
期
待
を
込
め
た
祝
辞

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

倉
田
山
の
桜
が
艶
や
か
に
咲
き
始
め
た
四
月
四
日
、
平
成
二
十
四
年
度
入
学
式
が
記

念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
学
部
、
大
学
院
、
専
攻
科
な
ど
合
わ
せ
て
七
四
三
名
の
新
入
生

は
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で
式
に
臨
ん
だ
。

「
皇
學
」を
学
び
日
本
を
担
う
原
動
力
に

「
皇
學
」を
学
び
日
本
を
担
う
原
動
力
に

五
名
が
入
学
の
宣
誓

五
名
が
入
学
の
宣
誓

　

こ
れ
ら
に
対
し
新
入
生
五

名
が
壇
上
に
上
が
り
、「
本
学

建
学
の
精
神
に
深
く
思
い
を

致
し
、
固
く
学
則
を
守
り
、

将
来
国
家
有
用
の
人
材
と
な

る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
宣
言
し
、
入
学

式
を
終
え
た
。

　

神
道
学
科
に
入
学
し
た
橋

本
昌
幸
君
は
「
日
本
の
神
道

の
考
え
方
を
よ
く
学
び
、
現

代
社
会
の
モ
ラ
ル
が
崩
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
神
道
の

考
え
方
が
ど
の
よ
う
に
役
立

つ
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
」

と
学
生
生
活
の
抱
負
を
語
っ

た
。
ま
た
、
教
育
学
科
に
入

学
し
た
東
和
樹
君
は
「
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す

い
先
生
に
な
り
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　

式
終
了
後
、
校
歌
お
よ
び

参
拝
作
法
の
指
導
が
行
わ
れ

た
。
午
後
か
ら
は
外
宮
・
内

宮
に
参
拝
し
て
、
晴
れ
や
か

な
日
の
記
念
と
な
っ
た
。

緊
張
と
期
待
を
胸
に

緊
張
と
期
待
を
胸
に

皇
學
館
高
校
入
学
式 

　

四
月
十
日
、
第
五
十
回
入

学
式
が
行
わ
れ
、
三
七
六
名

の
一
年
生
が
誕
生
し
た
。
ピ

ー
ン
と
張
り
つ
め
た
表
情
で

登
校
し
て
き
た
新
入
生
は
記

念
講
堂
入
口
で
受
付
を
済
ま

す
と
自
分
の
指
定
さ
れ
た
席

に
歩
ん
で
い
っ
た
。

　

式
典
は
国
歌
斉
唱
、
令
旨

奉
読
、
入
学
許
可
と
進
み
、

続
く
学
校
長
式
辞
で
中
村
貴

史
学
校
長
は
夏
目
漱
石
の

『
三
四
郎
』に
出
て
く
る
会
話

を
紹
介
。
人
間
の
可
能
性
の

大
き
さ
に
つ
い
て
語
り
な
が

ら
、
生
徒
が
皇
學
館
高
校
で

送
る
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
に

期
待
し
て
い
る
、
と
締
め
く

三
年
後
を
見
据
え
て

三
年
後
を
見
据
え
て

一
年
八
組　

八
木
汐
里

　

つ
い
先
日
、
入
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ば
か
り
の
私
た

ち
は
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
み
、
慣
れ
な
い
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

本
年
度
の
入
学
式
で
宣
誓

を
、
そ
の
翌
日
に
は
先
輩
方

と
の
対
面
式
で
新
入
生
代
表

の
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
こ

の
三
七
六
名
の
仲
間
と
、
先

輩
方
と
共
に
過
ご
し
て
い
く

ん
だ
、
と
い
う
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
不
安
な
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
勉
強
は
つ
い

て
い
け
る
の
か
、
ク
ラ
ブ
活

動
と
の
両
立
を
う
ま
く
で
き

る
の
か
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

明
る
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
の

か
…
…
。

　

こ
れ
ら
の
不
安
や
悩
み
を

解
消
し
、
充
実
し
た
日
々
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
、

何
の
た
め
に
こ
こ
へ
来
た
の

か
を
常
に
考
え
、
い
ま
や
る

べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
を
判

断
し
、
行
動
に
移
せ
る
人
間

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て

三
年
後
、
卒
業
式
を
迎
え
る

時
に
は
、
皇
學
館
高
校
の
生

徒
で
良
か
っ
た
、
と
思
え
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か

り
で
何
も
理
解
で
き
て
い
な

い
私
た
ち
で
す
が
、
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

五
十
三
名
が
笑
顔
で
入
学

五
十
三
名
が
笑
顔
で
入
学

皇
學
館
中
学
入
学
式

　

四
月
七
日
に
第
三
十
四
期

生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち

で
登
校
し
て
き
た

新
入
生
は
セ
ミ
ナ

ー
ホ
ー
ル
前
で
校

友
会
役
員
の
先
輩

か
ら
名
札
を
つ
け
て
も
ら

い
、「
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
優
し
く
声
を

か
け
て
も
ら
う
と
少
し
笑
顔

を
見
せ
た
。

　

式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、

令
旨
奉
読
に
続
き
、
担
任
か

ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば

れ
る
と
、
し
っ
か
り
と
返
事

し
起
立
し
た
。
五
十
三
名
の

入
学
が
許
可
さ
れ
た
後
、
学

校
長
式
辞
、
理
事
長
告
辞
、

保
護
者
副
会
長
祝
辞
と
続
い

た
。
在
校
生
代
表
と
し
て
総

務
副
委
員
長
の
三
谷
陽
奈
さ

ん（
三
Ｂ
）が
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
、
入
学
宣
誓
を
新
入
生

代
表
と
し
て
久
米
橋
奈
々
さ

ん（
一
Ａ
）が
立
派
に
読
み
上

げ
た
。

　

式
後
、
初
め
て
の
学
級
指

導
に
向
か
っ
た
。
緊
張
も
少

し
ほ
ぐ
れ
た
様
子
で
担
任
の

先
生
の
問
い
か
け
に
元
気
よ

く
返
事
を
し
、
真
剣
に
話
を

聞
い
て
い
た
。

く
っ
た
。
最
後
に
、
新
入
生

代
表
の
八
木
汐
里
さ
ん
が
入

学
宣
誓
を
元
気
な
声
で
読
み

上
げ
、
式
は
終
了
し
た
。

　

式
後
、
各
ク
ラ
ス
で
行
わ

れ
る
初
め
て
の
学
級
指
導
で

は
緊
張
し
な
が
ら
も
少
し
余

裕
が
生
ま
れ
た
の
か
笑
い
声

も
聞
か
れ
、
生
徒
が
送
る
で

あ
ろ
う
今
後
の
楽
し
い
学
校

生
活
を
予
感
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
た
。

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

お
仕
事
拝
見

お
仕
事
拝
見

／／
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参
拝
見
学
日本の歴史や文化に触れる

山際 さくら

　バスに乗り込み、まず
斎宮歴史博物館に行っ
た。館内には平安の人た
ちの生活の様子を模型で
表したものが展示されており、当時の
ファッションやマナーなども学べるよ
うになっていた。男性はあぐら、女性は
立てひざで座ることが当時は行儀が良
かったという事を知り、今の文化とは
大きく違うと思った。一通り見て回っ
たあと、「斎王群行」という映像をみた。
選ばれた当時八歳の斎王が付き添いの
者と京都から伊勢へと行く話だった。
5泊 6日で伊勢に着くのだが、重い荷
物を背負って長い道のりをひたすら歩
いていく大変さは、便利な生活しか知
らない私には見当がつかないことだ。
　映像を見終わり、またバスに乗り込
み神
かん

麻
お

続
み

機
はた

殿
どの

神社へ参拝し、すぐに大
学へ帰って昼食をとった。そして神宮
徴古館へ向かった。
　何度か建物を見たことはあったが、
改めて見ると重厚な格調のある雰囲気

予習をして参加しよう
中 村 圭 介

　皇學館ならではの恒例
行事である参拝見学は、
今年は、朝からあいにく
の土砂降りとなり、傘を
さしてのお参りとなった。
　 3年生としての今回は、鳥羽方面の
海にゆかりのある場所を多く訪ねた。
初めに向かったのは伊

い

雑
ざわの

宮
みや

。的
まと

矢
や

湾
わん

の
湾奥に御鎮座する神社だ。皇大神宮へ
奉る御

お

供
そなえ

物
もの

を採る所をお定めになるた
め、志摩国に創建されたと伝えられて
いる。
　その御供物の中で最も重要視される
鰒
あわび

を採取するのが、次に向かった国崎
町鎧崎の御

ご

料
りょう

鰒
あわび

調
ちょう

製
せい

所
しょ

である。薄く切

松浦武四郎の人生から学ぶ
渡 邉 真 子

　学生生活最後の参拝見
学として結城神社、三重
県護国神社、松浦武四郎
記念館を訪れた。あいに
くの天気でじっくりと見学することは
できなかったが、その中で特に印象深
かったのは、松浦武四郎記念館だ。
　幕末から明治維新にかけて活躍した
松浦武四郎は「北海道」の名付け親で
あることで知られている。その他にも
旅行家、探検家、作家、出版者、学者
など多芸多才ぶりを発揮した人物でも
ある。記念館の見学で最も驚いたのは、
展示されている書物の多さだ。松浦武
四郎は全国各地を旅する際、スケッチ
を添えてその様子をメモしつつ歩いた
そうだ。また蝦夷地での詳細な調査を

行った際の
調査記録は
151 冊にの
ぼ っ て い
る。細かく
メモや記録
を取ること

神道の精神、
地域の歴史を学べた

榎 本 恵 実

　最初の訪問先・神
かん

服
は と り

織
機
はた

殿
どの

神社でのお話しで、
わたしはご遷宮について
質問をした。御神殿は同
じ場所に建て替え、その間八

や

尋
ひろ

殿
でん

の右
側に仮の御社を建てるそうだ。また、
八尋殿は御神殿ではないので、ご遷宮
よりも短い10年周期で屋根の萱を葺き
替えるとのことだった。
　松坂城跡ではボランティアガイドの
方の説明で、特に印象に残ったことが
ある。ここの石垣は松阪近辺のお墓や
神社などから集めたので、雨に塗れる
と文字が浮かび上がってくるそうだ。
　松浦武四郎記念館では、北海道の地

これから目指す姿が
より明確に

半 田 　 敦

　専攻科の参拝見学は京
都府にて 2日間にわたり
行われ、 1日目は石清水
八幡宮、大原野神社、松尾
大社を、2日目は八坂神社、伏見稲荷大
社、明治天皇陵を訪れた。各神社を巡

調べることが大切
森 　望 美 

　平成24年 5 月 9 日、あ
いにくの雨の中参拝見学
が行われた。今回の行き
先は瀧原宮と丹生神社
で、『倭

やまと

姫
ひめの

命
みこと

世
せい

記
き

』や『延
えん

喜
ぎ

式
しき

』にその
名が見られる、古くからのお宮である。

　瀧原宮は大紀
町にある皇大神
宮（内宮）の別宮
で元宮と言われ
ている。雨に濡
れた参道は皇大
神宮に雰囲気が
似ていたがまた
どこか違う神秘
的な雰囲気を醸
し出していた。

拝する中で、そ
れぞれの神社の
御由緒や御祭神
についてとても
丁寧なご説明を
頂き、普段は決
して見ることができない部分にまで案
内して頂いたことは大変ありがたく貴
重な経験であった。
　また、いくつかの神社では実際に専
攻科を卒業された先輩方からのお話を
聞けたので、我々専攻科生のこれから
目指す姿がより明確になった。
　この参拝見学によって、神道につい
ての見聞を広め、専攻科一同の絆も深
めることができ、とても有意義な 2日
間であった。

名について興味深く知ることができ
た。アイヌの人々と信頼関係を築いて
きたからこそ、この大きな土地の隅々
まで調べ、アイヌの言葉で地名をつけ
られたのだ。
　以上、大学生活最後の参拝見学だっ
た。大学の建学の精神である神道の精
神に触れ、伊勢をめぐる地域の歴史を
学ぶことができたことを心からうれし
く思う。

が後の研究や調査に役立ったのだと思
った。北海道の名称、国名、郡名をア
イヌ語のカイ（この土地で生まれた者）
を用い、「北のアイヌ民族が暮らす大
地」というおもいを込めた「北加伊道」
から「北海道」の名が誕生したという。
松浦武四郎のアイヌの人々への思いや
愛情が感じられた。
　松浦武四郎の人生から、さまざまな
価値観を受け入れる広い心、偏見を持
たない眼、常に先を切り拓く大切さを
感じた。そして松浦武四郎の存在や功
績について、もっとたくさんの人に知
ってもらいたいと思った。四年間の参
拝見学で、さまざまな場所を訪れるこ
とができた。中には初めて訪れる場所
もあり、見聞を広め、よい経験ができ
たと思う。今後も、参拝見学で学んだ
ことを活かしていきたい。

った鰒を実際
に少し頂い
た。供えられ
ているものと
同じものを食
べていると思
うと何とも不
思議な心持ち
になった。
　最後に朝熊山山頂の金剛證寺へ着い
た頃には雨も止んで晴れわたり、綺麗
な庭園に心癒されながらしっかりと参
詣して、帰路についた。
　参拝見学は教室での学びだけでは得
られない点を体感、体得し、皇學館大
学のアイデンティティを確認する素晴
らしい行事だと思う。来年はもっと予
習をしてから伺おうと心に決めた。

　丹生神社は多気郡に鎮座し、御祭神
は丹生都比売である。そのすぐ傍には
神宮寺があり、神仏習合の形をとる。
　この参拝見学では、気になる事があ
ったら迷わず調べてみることの大切さ
を学んだ。なぜなら、瀧原宮へ向かう
バスの中から見えた鎮守の森。気にな
って調べてみたら朽羅神社といい、皇
大神宮摂社であることがわかった。ま
た、神宮寺に関してもそうだ。丹生神
社を参拝したら直ぐにバスへ戻ってし
まった学生も多い。けれど、少し足を
のばせば神宮寺の石段横の回廊を登っ
てみるなど、普段では体験できないよ
うな事が出来たのだ。
　普段ではあまり来れないような場所
に行く参拝見学。実際にその場に行っ
てみるというこの貴重な機会を利用し
て多くのことを学んでいけたらと思
う。

だった。中も綺麗だった。日本の歴史
や文化の移り変わりを展示で見られた
が、急いで次の神宮農業館へ移動した
ためあまりじっくりは見ていられなか
った。移動する頃にはぽつぽつ降って
いた雨も止んで陽が差していた。農業
館は徴古館とは違い和洋折衷の建物だ
った。稲作に関係する物品が沢山展示
されていた。農業だけではなく、漁業
や林業に関するものもあった。展示物
で一番驚いたというか感動したのが、
蝋で精巧に作られた花だった。本物だ
と思ってしまうくらいに綺麗だった。
　最後に倭姫宮へ参拝。木々に囲まれ
ていて、近くに
車が沢山通る道
路があるとは思
えない程に清々
しい雰囲気だっ
た。
　この日に行ったところは、見かける
ことは何度もあっても立ち入ることは
なかった場所ばかりだった。今回そこ
に触れることが出来てとても新鮮な感
覚だったし、日本の歴史や文化に触れ
ることができたように思う。

大
学1年 目的地

斎宮歴史博物館、神麻続機殿神社、神宮徴古館、神宮農業館、倭姫宮 5月9日

2年 目的地

瀧原宮、丹生神社 5月9日

3年 目的地

伊雑宮、御料鰒調製所、金剛證寺 5月9日

4年 目的地
Ａ▶結城神社、三重県護国神社、松浦武四郎記念館 5月9日

4年 目的地
Ｂ▶神服織機殿神社、松坂城跡、松浦武四郎記念館 5月9日

専
攻
科

目的地
1日目▶石清水八幡宮、大原野神社、松尾大社 5月12日
2日目▶八坂神社、伏見稲荷大社、明治天皇陵 5月13日

／／
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外で
学び、感じ、
活かすかす

　私はフィールドワーク
に参加して助け合いを学
んだ。例えば後ろの方に
人がいたら、前にいた人
が引っぱったりして、お互い助け合い
ながらの充実した一日になった。

　山頂までいって僕たち
はビックリした。想像以
上に景色がきれいで、ま
た、愛知県まで見えて、
「愛知ってこんなに近いのか」と思っ
た。いつもなにげなく低いと思ってい
た山の頂上からこんなにきれいな景色
が見られて色々なことを気付かされ
て、そんな山の頂上で食べた昼食やお
菓子はいつもよりおいしく感じられ
た。また、途中の登山道では友達と歌

　高校生になって初めて
の遠足で、私たちは琵琶
湖博物館へ行った。まだ
あまり慣れないクラスの
みんなとバスに乗り、最初はなかなか
しゃべれなかった。しかし、時間が経
つにつれて会話も増え、みんなとても
仲良くなった。また、挨拶や集合時間
をしっかり守れたことも良かったと思
う。
　博物館には、ナマズ、ザリガニなど、
琵琶湖の生物がたくさんいた。中でも
一番驚いたのは体長 2メートルものサ
メだ。水族館のように様々な魚たちが
自由に泳ぐ姿は美しかった。

外で
学び、感じ、
活かす 4 月下旬から 5 月上旬にかけ

て、中学・高校・大学で学外学
習が行われた。教室や研究室
を飛び出し、実際にその場所
を訪れることで得られるもの
は大きい。生徒や学生たちは
関係者から直接話を聞いたり
雰囲気を肌で感じとったり、ま
たは集団で行動することで友
情を深めあったりと、それぞれ
に密度の濃い時間を過ごした。

目的地

朝熊山 5月11日

〈助け合い〉を学ぶ
　 武 藤 里 歩

風が心地よかった
東 　芙 海

　今回のフィールドワー
クを終えて思ったのは風
がとても心地よかったこ
とだ。山道を歩いている
ときも、もちろん山頂に着いたときも、
景色以上に印象に残っている。
　私は山登りが好きだ。だからこんな
行事はとても楽しい。険しい山道を登
っていき途中苦しくなっても、その分、
頂上に着いたときの嬉しさが増える。
それが私が登山が好きな理由だ。

愛知ってこんなに近いのか
齋 藤 　暢

高
校1年 目的地

琵琶湖博物館 4月24日

クラスの仲が深まった
山 本 健 大

新しい友達ができた
三 橋 紀 人

　高校 2年生になってか
ら約 2週間、新しいクラ
スメイトと初めての遠足
に行った。 1年生からの
顔なじみもいればまったく接点がなか
った人もいて、少し不安もあったが、

重要なのは誰と行くか
神 森 麻 衣

　先日、高校生活最後の
遠足に行った。担任の先
生から行き先が鈴鹿サー
キットだと聞いたとき、
実は少しがっかりした。理由は 2つ。
どうしても乗りたいと思う乗り物がな
かったことと、買い物のできる場所が
少ないことだ。行く前は、最後の遠足
なのに楽しめなかったらどうしようと
不安だった。しかし、私の予想ははず
れ、 3回目の遠足は今までで一番と言
っていいほど、楽しいものとなった。
そして、重要なのはどこへ行くかでは
なく、誰と行くかなのだと思った。で
んでんむしの言葉がいちいち面白かっ
たのも、ロッキーコースターに後ろ向

　また、大きな琵琶湖を眺めながら周
辺を歩き、自然の素晴らしさを感じる
ことができた。そして、このような日
本の自然を維持していきたいと思っ
た。
　帰りのバスは疲れて眠っている人も
いたが、私は友達と遠足の感想などを
話しながら過ごし、伊勢に着くまであ
っという間だった。この遠足でクラス
の仲も深まり、心に残る遠足となった。

いざ行ってみると不安だったことすら
忘れて楽しむことができた。大体の人
は遊園地で遊び尽くすか、ジャズドリ
ームで買い物を楽しんだ。僕たちのグ
ループは少し遊園地で遊んだ後に買い
物に行った。ジャズドリームはすごく
広くて、いいなと思った服や小物を見
つけては店内に入り、値札を見て皆で
愕然としたり、たくさん人が並んでい

きで乗れたのも、半分ずつ分けて食べ
たロコモコがおいしかったのも、お土
産選びが楽しかったのも、フライング
シップで鈴鹿の風を感じることができ
たのも、きっとみんなと行ったから経
験できたことなのだと思う。高校生活
という短い期間の中でできた思い出や
繋がりをこれからも大切にしていきた
い。

　朝熊山は足場がとても悪く、私も岩
についていたコケですべった。だが、
急な岩の所には手すりが付いていたの
ですごく便利だった。それから所々に
イスが 3台ぐらいありいろいろな設備
が整っていたのでびっくりした。
　朝熊山を登るのはすごく大変だった
が、頂上に着いた時の達成感はすごか
った。頂上から見た景色は心をいやし

　今回は景色に加え風が吹いていたこ
とで気分よく登ることができた。また、
同級生に遅れないようにもっと早く進
めるようにという思いもある。
　それらのおかげで頂上で食べたお弁
当はいつもより格別においしかった。
また、共通の趣味を持っている子を見
つけることができた。本当に楽しい登
山だった。
　「風吹いて　心さわやか　山登り」

てくれた。
　下りはすごく危険だったが、朝熊山
の風を浴びながら降りたので気持ちよ
かった。
　来年もフィールドワークがあるので
人と人の関わりを深めていきたい。

中
学

2年 目的地

長島スパーランド 4月24日

3年 目的地

鈴鹿サーキット 4月24日

る店でアイスを食べて遊んだりした。
他にも、書ききれないくらいたくさん
の楽しいことがあり、新しく友達
もできて、昔からの友達とは
もっと仲良くなれた一日だ
った。
　これから、修学旅行もあ
る。今からもう楽しみで仕
方がないくらいだが、気を
抜きすぎず、勉強もしっか
りしていこうと思う。

ってふざけあいながら普段より楽しく
感じられた。道端に生えている木や草
についてもたくさん発見したり学んだ
りすることがあり、とても大変だった
が登ってよかったと思った。

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

遠
足

学外学習
感想文
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皇學館高等学校創立五十周年・皇學館中学校創立三十五周年
記念事業寄付金進捗状況
区　　分 申込件数 申込金額（円）納入金額（円）

3 450,000 450,000

42 4,240,000 4,190,000

18 575,000 575,000

175 7,245,000 7,245,000

67 1,140,000 1,140,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 430 17,335,000 17,235,000
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皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・

  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

　

同
周
年
記
念
事
業
は
募
財
活
動
の
中
心
を
「
生
徒
の
教
育

活
動
支
援
」
に
置
い
て
お
り
、
四
月
三
十
日
現
在
の
募
金
状

況
は
次
の
通
り
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

三
重
県 

二
万
円 

熊
本　

幸
司
様

二
万
円 

福
井　

春
生
様

新
校
友
会
役
員
の
紹
介

新
校
友
会
役
員
の
紹
介

企
画
と
進
行
役
を
務
め
ま
す
。
他

に
も
、
あ
ま
り
皆
さ
ん
に
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
も
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
全
国
大
会
出
場
が

決
ま
っ
た
人
を
応
援
す
る
た
め
の

懸
垂
幕
を
作
成
し
、
掲
げ
ま
す
。

花
壇
に
花
を
植
え
た
り
校
舎
内
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
な
紹
介
文
や
行
事

の
感
想
文
を
書
い
た
り
も
し
ま

す
。
よ
り
よ
い
皇
學
館
高
校
に
す

る
た
め
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
校

友
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

「
仲
間
と
一
緒
な
ら
頑
張
れ
る
」

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
対
面
式
を
終
え
て

　

僕
は
こ
の
皇
學
館
高
校
を
皆
が

気
持
ち
よ
く
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
な
学
校
に
し
、
一
年
を
終
え
た

時
、
満
足
で
き
た
と
思
え
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

挨
拶
は
欠
か
さ
ず
、
体
育
大
会
や

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
い
っ
た
様
々
な

行
事
に
、
全
力
で
挑
み
、
力
を
合

わ
せ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
こ
と
を
学
ん
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
微
力
な
が
ら
校
友
会
副
総

務
委
員
長
と
し
て
、
校
友
会
主
催

の
学
校
行
事
の
運
営
な
ど
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
年
生
に

な
り
、
伝
統
あ
る
皇
學
館
高
校
校

友
会
と
し
て
活
動
で
き
る
最
後
の

年
で
す
。
今
ま
で
の
副
総
務
委
員

長
と
し
て
の
経
験
を
糧
に
、
校
友

会
活
動
を
通
じ
て
、
更
に
皇
學
館

高
校
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、「
校
友
会
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

校
友
会
と

は
中
学
校
で
い
う
生
徒
会
の
よ
う

な
と
こ
ろ
。
メ
ン
バ
ー
は
会
長
で

あ
る
校
長
先
生
を
筆
頭
に
、
全
て

の
教
職
員
と
全
生
徒
、
そ
れ
に
総

務
委
員
長
一
人
、
副
総
務
委
員
長

二
人
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
前
に
立
会
演
説
会
と
選
挙

を
行
い
、
三
人
の
役
員
を
選
出
。

任
期
は
二
学
期
か
ら
次
の
選
挙
ま

で
の
一
年
間
で
す
。

　

校
友
会
の
仕
事
内
容
は
、
皇
學

館
高
校
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。

体
育
祭
や
皇
高
祭
で
は
主
と
し
て

全
力
で
挑
み
力
を
合
わ
せ
よ
う

総
務
委
員
長　

矢
野
翔
大

笑
顔
で
過
ご
せ
る
高
校
に

副
総
務
委
員
長　

江
川
真
林

　

私
は
皆
が
毎
日
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
な
皇
學
館
高
校
に
し
た
い

で
す
。
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
仲
間
と

励
ま
し
合
い
、
も
ち
ろ
ん
楽
し
い

と
き
は
仲
間
と
分
か
ち
合
う
。
同

じ
時
間
を
共
に
過
ご
し
、
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

副
総
務
委
員
長　

南
端　

拳

　

こ
の
春
、
三
七
六
名
の
新
一
年

生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
皇
學
館
高
校
の
生
活

の
中
で
、
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
は

楽
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
な
ど
、

様
々
な
事
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
時
、
同
じ
ク
ラ
ス
や
ク

ラ
ブ
活
動
で
得
た
〝
仲
間
〞
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
な
り
ま

す
。
楽
し
い
時
に
は
共
に
笑
い
、

辛
い
と
き
に
は
支
え
あ
え
る　
　

そ
う
し
た
仲
間
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
、
勉
強
や
ク
ラ
ブ
に
励

み
、
自
身
の
目
標
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
校
友
会
も
皇
學
館
高
校
を

よ
り
よ
く
し
、
学
校
の
中
が
明
る

く
楽
し
く
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。 

三
年
五
組　

矢
野
翔
大

行
わ
れ
た
。
男
女
別
に
Ａ
組
Ｂ
組

と
も
三
チ
ー
ム
の
縦
割
り
で
結
成

さ
れ
、
新
入
生
が
上
級
生
と
力
を

合
わ
せ
て
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
し

た
。

　

最
初
は
な
か
な
か
前
に
出
な
か

っ
た
新
入
生
が
ボ
ー
ル
を
渡
し
て

く
れ
た
り
、
優
し
く
声
を
か
け
て

く
れ
る
上
級
生
と
接
し
て
い
る
う

ち
に
自
然
に
前
に
出
て
き
て
活
躍

　

四
月
二
十
四
日
に
第
二
体
育
館

で
新
入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る

新
入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会

学
校
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

四
月
九
日
か
ら
十
二
日
の
四
日

間
に
わ
た
り
、
新
入
生
対
象
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

初
日
の
対
面
式
で
は
二
、
三
年

生
の
温
か
い
拍
手
の
中
、
一
年
生

が
入
場
し
て
き
た
。
最
初
は
緊
張

し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
校
友
会
本

部
役
員
の
「
こ
の
先
生
だ
〜
れ

だ
？
」
ク
イ
ズ
や
上
級
生
の
明
る

い
様
子
に
少
し
ず
つ
笑
顔
が
見
え

始
め
た
。

　

二
日
目
は
学
校
・
学
習
・
生
活

に
つ
い
て
教
務
や
訓
育
の
先
生
方

か
ら
お
話
が
あ
り
、
み
ん
な
メ
モ

を
取
る
な
ど
真
剣
に
話
を
聞
い
て

い
た
。

　

三
日
目
は
雨
の
た
め
神
宮
参
拝

が
延
期
に
な
り
、
初
め
て
の
国
数

英
の
授
業
だ
っ
た
。
元
気
良
く
発

言
し
た
り
手
を
挙
げ
た
り
す
る
姿

に
こ
れ
か
ら
の
み
ん
な
の
成
長
が

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

四
日
目
は
神
宮
参
拝
の
心
得
と

作
法
に
つ
い
て
一
年
Ｂ
組
担
任
の

岩
﨑
先
生
か
ら
話
を
聞
き
、
神
宮

参
拝
に
行
っ
た
。
初
め
て
の
参
拝

に
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
参

拝
が
終
わ
っ
た
あ
と
み
ん
な
清
々

し
い
表
情
を
し
て
い
た
。
ま
た
、

部
活
紹
介
も
あ
り
自
分
の
ク
ラ
ブ

の
良
さ
を
先
輩
た
ち
が
一
生
懸
命

ア
ピ
ー
ル
し
、
一
年
生
も
楽
し
く

参
加
し
て
い
た
。

　

ぜ
ひ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
た
い

　

一
年
Ａ
組　

久
米
橋 

奈
々

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
て

　

こ
れ
か
ら
の
六
年
間
を
通
し
て

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
・
考
え
る
力

を
、
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皇
學
館
に
入
学
で
き
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
毎
日
が
す
ご
く
楽
し

い
か
ら
で
す
。
最
初
は
不
安
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
も
そ
う

で
す
。
で
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
先
生
方
や
先
輩
方
が
優
し
く
指

導
し
て
く
だ
さ
り
、
学
校
に
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
も
授
業
が
楽
し
い
で
す
。
分
か

ら
な
い
所
は
な
い
か
と
尋
ね
な
が

ら
授
業
を
進
め
て
も
ら
え
る
の

で
、
苦
手
が
で
き
て
も
立
ち
止
ま

れ
る
時
間
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の

点
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

先
輩
を
め
ざ
し
て

　

一
年
Ｂ
組　

庄
山
美
有

　

私
は
皇
學
館
中
学
校
に
入
学
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

最
初
は
友
達
が
で
き
な
く
て
小

学
校
に
戻
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ク
ラ
ス
の
子

が
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
う
ち
に
不
安

が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
す
る

の
は
苦
手
だ
っ
た
け
れ
ど
、
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
輩
方
は
お
も
し
ろ
く
て
明
る

い
の
で
、い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
先
輩
の
よ
う
な
優
し
い
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
い
た
。
校
友
会
本
部
役
員
が

漫
才
を
し
た
り
、
チ
ー
ム
で
円
陣

を
組
ん
だ
り
、
応
援
で
は
新
入
生

を
交
え
て
の
声
援
を
送
っ
た
り
と

全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
結
果

は
男
子
優
勝
Ａ
Ｂ
チ
ー
ム
、
準
優

勝
Ｂ
Ａ
チ
ー
ム
、
女
子
優
勝
Ｂ
Ｂ

チ
ー
ム
、
準
優
勝
Ｂ
Ａ
チ
ー
ム
と

な
っ
た
。

 

三
重
県 

五
千
円 

奥
村　

正
洋
様

／
／
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創立百三十周年・再興五十周年記念事業
寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 778,247,000 772,557,000

734 81,934,000 79,729,000

55 39,770,000 39,850,000

1,892 101,241,000 101,241,000

108 63,370,000 62,080,000

260 60,342,000 60,102,000

合　　　計 3,683 1,124,904,000 1,115,559,000

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

宗
教
界
神
社
界

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

萼
の
会
保
護
者
の
会

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

企　
　

業

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

篤
志・そ
の
他

皇
學
館
大
学
教
職
員

皇
學
館
高
校
教
職
員

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

　

周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
で
詳
報
の
通
り

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
募
金
の
依
頼
は
昨
年
度
末
を
も
ち
終
了
い
た
し
ま

し
た
が
、
お
申
込
み
頂
き
ま
し
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は

継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

滋
賀
県 

百
十
万
円
﹇
三
十
万
円
増
額
﹈

 

日
吉
大
社
様

 

福
島
県 

十
万
円 

丹
治　

政
文
様

 

三
重
県 

十
万
円 

巽　
　

兌
子
様

 

滋
賀
県 

二
十
万
円
﹇
十
万
円
増
額
﹈

 

野
村　

郁
雄
様

 

三
重
県 

三
十
万
円
﹇
二
十
万
円
増
額
﹈

 

森
下　

千
瑞
様

 

国
文
学
科 

五
万
円 
渡
邉　

朝
則
様

 

国
史
学
科 

三
万
円 

田
原　

雅
樹
様

 

東
京
都 

五
十
万
円
﹇
二
十
万
円
増
額
﹈

 

長
永
ス
ポ
ー
ツ
工
業
㈱
様

二
十
万
円 

野
村
ビ
ル　

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
様

 

三
重
県 

十
万
円 

㈲
伊
勢
文
化
舎
様

十
万
円
﹇
五
万
円
増
額
﹈

 

シ
ラ
セ
㈱
様

　

今
年
四
月
、
演
歌
歌
手
と
し
て
念
願

の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
歌
手
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
家
族
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
日
曜
の
昼
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
見
て
い
ま
し
た

し
、
正
月
や
お
盆
に
な
る
と
父
や
母
の

実
家
で
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
。中
学
や
高
校
、

短
大
へ
進
学
し
て
か
ら
は
教
室
へ
通
っ

て
演
歌
や
発
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
一
年
前
に
作

曲
家
の
櫻
田
誠
一
先
生
に
弟
子
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
、
現
在
は
デ
ビ
ュ
ー
曲

の
「
北
海
男
節
」
を
引
っ
提
げ
て
全
国

を
ま
わ
る
毎
日
。
歌
詞
の「
〽
な
ん
だ
、

な
ん
だ
こ
ら
よ
」と
い
う
言
葉
に
は〈
な

ん
の
、
負
け
る
か
っ
〉
と
い
う
気
持
ち

が
入
っ
て
い
て
、
自
分
自
身
も
励
ま
さ

れ
る
応
援
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
手
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
は
遠

く
、
先
が
見
え
な
い
な
か
で
何
度
も
く

じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
歌

中
西
里
絵
氏　
演
歌
歌
手

皇
學
館
高
校
第
四
十
期（
平
成
十
七
年
三
月
）卒

が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
と
、
周
り
の

方
の
支
え
も
あ
っ
て
諦
め
よ
う
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
考
え
る
と
、

皇
學
館
高
校
で
礼
儀
や
挨
拶
と
い
っ
た

生
活
態
度
を
含
め
厳
し
く
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た

く
、
自
分
の
糧
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
叱
っ
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
は
そ
の
人
の
た
め
を
思
っ
て

の
行
動
で
す
し
、
人
が
成
長
す
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

大
人
に
な
る
と
他
人
か
ら
叱
ら
れ
る
こ

と
は
ま
ず
な
い
の
で
、
後
輩
の
み
な
さ

ん
も
ま
だ
若
い
今
の
う
ち
に
た
く
さ
ん

怒
ら
れ
、
い
っ
ぱ
い
失
敗
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
自
分
が
責
任
を
持
て
る

範
囲
で
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
、
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
も
歌

の
世
界
を
表
現
で
き
、
聴
い
て
く
だ
さ

る
方
に
笑
顔
や
感
動
を
届
け
ら
れ
る
歌

い
手
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
す
。

教
育
学
部
准
教
授

 

井い
の

上う
え 

兼け
ん

一い
ち

❶
宮
崎
県
◆
龍
谷
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
攻

博
士
課
程
満
期
退
学

❷
読
書
、
散
歩

❸〝
後
悔
し
な
い
た
め
に
、挑

戦
す
る
〞が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

失
敗
が
多
い
の
で
、
い
つ
も

反
省
ば
か
り
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度

新
任
教
職
員
紹
介

　

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
新
し
く
本
学
園
の
教
職
員
と
な
っ
た
十
四
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

●❶

●❷

●❸

●❹

❹
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
大
学

生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

文
学
部
助
教

 
佐さ

藤と
う 
武た

け

尊る

❶
神
奈
川
県
◆
筑
波
大
学
大

学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
修
了

❷
釣
り
、
ギ
タ
ー

❸
不
撓
不
屈

❹「
武
道
」
と
し
て
の
「
柔

道
」
を
一
緒
に
楽
し
く
安
全

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

総
務
部
書
記
補

 

森も
り

谷た
に 

香か
お

里り

❶
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
文

学
科

❷
読
書
、ま
ち
の
散
策（
お
い

し
い
お
店
探
し
）

❸
過
ち
て
改
め
ざ
る
、
是
を

過
ち
と
謂
う

❹
総
務
担
当
と
情
報
担
当
の

二
足
の
わ
ら
じ
で
す
が
、
や

る
気
も
二
倍
で
頑
張
り
ま

す
。

神
職
養
成
部
事
務
嘱
託

 

石い
し

井い 

世せ

津つ

子こ

❶
宮
城
県
仙
台
市
◆
本
学
神

道
学
専
攻
科
修
了

❷
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
着
付

❸
一
期
一
会
、
行
く
河
の
流

れ
は
絶
え
ず
し
て
、し
か
も
、

も
と
の
水
に
あ
ら
ず

❹
緑
豊
か
な
倉
田
山
で
た
く

さ
ん
の
ご
縁
に
恵
ま
れ
、
学

び
と
気
づ
き
の
連
続
で
す
。

初
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

附
属
図
書
館
事
務
部
事
務
室

事
務
嘱
託

 

河か
わ

村む
ら 

有あ

也や

香か

❶
皇
學
館
大
学
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
国
文
学
専
攻

修
了

❷
読
書
、
ピ
ア
ノ
演
奏

❸
初
志
貫
徹

❹
皇
學
館
大
学
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
図
書
館
学
の
知

識
を
生
か
し
、
日
々
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
部
事
務
嘱
託

 

清し

水み
ず 

真ま

佐さ

子こ

❶
三
重
県
多
気
郡

❷
裏
の
畑
で
も
〝
旅
〞
に
で

❹
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

上う
え

野の 

哲て
つ

八や

❶
三
重
県
紀
北
町
◆
元
三
重

県
立
相
可
高
等
学
校
校
長

❷
ゴ
ル
フ
、
紀
行
文
を
読
む

こ
と

❸
な
し

❹
初
心
に
帰
っ
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

太お
お

田た 

有ゆ

香か

❶
愛
知
県
岡
崎
市
◆
三
重
大

学
生
物
資
源
学
部
共
生
環
境

学
科

❷
散
策
（
喫
茶
店
め
ぐ
り
な

ど
）、
音
楽
を
聴
く
こ
と
、
歌

う
こ
と

❸
七
転
八
起

❹
気
軽
に
話
し
か
け
て
も
ら

え
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

杉す
ぎ

田た 

貴た
か

大ひ
ろ

❶
三
重
県
津
市
◆
東
海
大
学

❷
マ
ウ
ス
の
解
剖

❸
明
日
死
ぬ
つ
も
り
で
生
き

な
さ
い
。
永
遠
に
生
き
る
つ

も
り
で
勉
強
し
な
さ
い
。

❹
母
校
で
教
え
ら
れ
て
本
当

に
幸
せ
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

東ひ
が
し　

悦え
つ

子こ

❶
三
重
県
松
阪
市

❷
お
菓
子
作
り

❸No pain, no gain

❹
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師
兼
学
監

 

上う
え

村む
ら 

桂け
い

一い
ち

❶
元
三
重
県
立
伊
勢
高
等
学

校
長

❷
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

❸
寧
静
致
遠

❹
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

岩い
わ

城き 
壽す

美み

和か
ず

❶
元
三
重
県
立
伊
勢
高
等
学

校
教
諭

❷
特
に
あ
り
ま
せ
ん

❸
最
善
を
尽
く
す

き
る
こ
と

❸
花
無
心
に
し
て
蝶
を
招
き

蝶
無
心
に
し
て
花
を
尋
ぬ

❹
歩
い
て
い
て
気
づ
く
事
は

多
い
…
仕
事
の
時
も
そ
の
心

持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

附
属
図
書
館
事
務
部
事
務
室

事
務
嘱
託

 

松ま
つ

本も
と 

恵え

美み

❶
三
重
県
鈴
鹿
市

❷
映
画
鑑
賞
、
読
書

❸
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

❹
新
任
職
員
と
し
て
、
自
己

研
鑽
を
積
み
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

総
務
部
事
務
嘱
託

 

山や
ま

﨑ざ
き 

直な
お

子こ

❶
三
重
県
鈴
鹿
市

❷
旅
行

❸
吾
唯
足
知

❹
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
又
、
足
を
引
っ
ぱ
ら
な

い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で

す
。

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等
の

掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
■
館
友
／
2
名 

■
萼

の
会
／
2
名 

■
篤
志
・
そ
の
他
／
1

名
■
宗
教
界
／
1
名 

■
企
業
／
1

名
■
本
法
人
関
係
／
1
名
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コミ4年の
イベント情報（6～7月）

編
集
後
記

◆
四
月
二
十
九
、
三
十
日
挙
行
の

本
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五

十
周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
は
、

安
倍
晋
三
元
首
相
の
記
念
講
演

会
、
雅
楽
師
・
東
儀
秀
樹
氏
と
本

学
雅
楽
部
と
の
記
念
演
奏
会
を
は

じ
め
、
各
行
事
に
多
数
の
方
が
ご

来
場
頂
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
は
今
後
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
教
職

員
と
学
生
が
「
全
学
一
体
」
と
な

り
、
次
の
百
五
十
周
年
に
向
け
て

皇
學
館
大
学
を
盛
り
立
て
て
い
け

れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
皇

學
館
大
学
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
! 

【
企
画
部
】

を
受
け
取
る
と
、
八
時
に
は

最
初
の
拠
点
へ
。
そ
の
ま
ま

町
内
二
十
カ
所
ほ
ど
を
回
っ

て
売
り
さ
ば
く
。
実
際
に
仕

事
を
し
て
み
て
気
付
い
た
の

は
、
山
間
部
と
い
っ
た
ス
ー

パ
ー
が
な
い
と
こ
ろ
だ
け
で

な
く
、
近
く
に
商
店
が
並
ぶ

地
区
で
も
需
要
が
あ
る
こ
と

だ
。
ヒ
ザ
や
腰
を
痛
め
て
い

る
と
わ
ず
か
な
距
離
で
も
億

劫
に
感
じ
、
外
出
を
控
え
る

お
年
寄
り
は
多
い
。
ま
た
、

一
人
暮
ら
し
の
人
は
客
同
士

の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
み
で

買
い
に
来
る
こ
と
も
。
客
が

何
を
求
め
、
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
る
の
か　
　

小
さ

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
と
商

品
も
三
百
点
ほ
ど
を
揃
え
、

宅
配
や
買
い
物
代
行
も
引
き

受
け
る
。

　

常
連
客
も
増
え
つ
つ
あ
る

が
、「
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
飽

き
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
新

し
い
総
菜
を
考
え
中
」
と
の

こ
と
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向

け
、
早
く
も
意
欲
的
だ
。

　
「
あ
ち
ら
の
駐
輪
場
に
お

願
い
し
ま
す
」　　

オ
レ
ン

ジ
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た

学
生
が
自
転
車
や
バ
イ
ク
に

乗
っ
た
学
生
た
ち
に
声
を
か

け
て
い
る
。
最
近
、
構
内
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

の
光
景
、
四
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
」
の
一
環
で
あ
る
。

　

同
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
学
生
た
ち
だ
。
メ
ン
バ
ー

は
二
〜
四
年
生
あ
わ
せ
て
十

七
名
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
誘
導
や
駐
輪
場
の
整

理
整
頓
に
あ
た
る
。
隊
長
を

務
め
る
の
は
国
史
学
科
四
年

の
的
場
央ひ

ろ

樹き

君
。
も
と
も
と

交
通
整
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
た
経
験
が
あ
り
、「
そ
こ
で

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
た
か

っ
た
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

申
し
込
ん
だ
動
機
を
語
る
。

苦
労
す
る
点
は
、
あ
く
ま
で

も〝
お
願
い
を
す
る
立
場
〞と

い
う
こ
と
。
警
察
と
違
い
強

制
力
は
な
い
の
で
、
い
か
に

納
得
し
て
も

ら
い
協
力
を

得
ら
れ
る
か

が
重
要
だ
。

そ
の
た
め
、

声
か
け
の
際

は
〈
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
元

気
よ
く
〉が
モ
ッ
ト
ー
。「
安

全
の
た
め
に
、
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
う
一
言
も
忘
れ
な

い
。
的
場
さ
ん
は
こ
の
活
動

に
企
画
の
段
階
か
ら
参
加
。

バ
イ
ク
置
き
場
が
倉
風
ハ
ウ

紀北町紀北町でで食品食品のの移動販売移動販売

ス
付
近
に
設
置
さ
れ
た
の

も
、「
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
バ
イ

ク
は
で
き
る
だ
け
構
内
か
ら

離
れ
た
場
所
が
望
ま
し
い
」

と
す
る
彼
の
提
案
だ
。

　

学
生
自
ら
が
構
内
の
安

　

本
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
四
年
の
東
真
央
さ
ん

が
地
元
・
紀
北
町
で
食
品
の

移
動
販
売
「
ま
お
ち
ゃ
ん
の

お
つ
か
い
便
」
を
始
め
、
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。

　

起
業
し
た
の
は
今
年
の
二

月
。
祖
母
の
買
い
物
な
ど
を

手
伝
う
う
ち
、
地
域
の
高
齢

者
が
外
出
に
困
っ
て
い
る
現

状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
食

品
の
移
動
販
売
を
思
い
立
っ

た
。

　

仕
入
れ
は
朝
七
時
。
前
日

に
注
文
し
て
お
い
た
キ
ン
ピ

ラ
や
ひ
じ
き
煮
な
ど
の
総
菜

安
全
・
き
れ
い
な

安
全
・
き
れ
い
な

　

キ
ャ
ン
パ
ス

　

キ
ャ
ン
パ
ス
め
ざ
し
て

め
ざ
し
て

学
生
の
手
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

史料編纂所だより史料編纂所だより
　史料編纂所では、本年度下記のような行
事を計画いたしております。一般の方のご
参加を歓迎いたしますので、お誘い合わせ
の上、多数のご来場をお待ち申し上げます。

全
、
美
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
ほ
か
の
学
生
の
間
で
も
マ

ナ
ー
意
識
が
高
ま
り
、
ご
み

拾
い
や
挨
拶
が
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
相
乗
効
果

も
。
的
場
君
た
ち
の
忙
し
い

日
々
は
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

詳しくは史料編纂所事務室までお問い合わせください。
TEL・FAX0596-22-6462 E-mail shiryo@kogakkan-u.ac.jp

記
念
事
業
への

記
念
事
業
への

ご
協
力
に
厚
く
御
礼

ご
協
力
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十

周
年
記
念
事
業
の
推
進
に
あ
た

り
ま
し
て
は
神
社
界
を
は
じ
め

館
友
会
、
萼
の
会
な
ど
各
方
面

の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
厚
志
を

賜
り
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
平
成
二
十
四
年
四
月
末

時
点
の
寄
付
総
額
は
十
一
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
ご
協
力
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様

に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
五
万
円
以
上

の
ご
寄
付
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
芳
名
を
七
号
館
二
階

に
設
置
の「
寄
付
者
銘
板
」に
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に
さ
ら
な
る

ご
理
解
と
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東真央東真央さんさんがが起業起業

　
本学ホームページ

共催講座（近鉄文化サロン阿倍野） 有料
近鉄文化サロン阿倍野 70120‒106‒718
神道博物館教養講座

0596‒22‒6471
皇學館大学企画部 0596‒22‒6496

古文書を読もう!

中世
講師●岡野友彦
① 6 月23日（土）　② 7 月28日（土）
712教室　 13：00～14：30

近世
講師●上野秀治
① 9 月29日（土）　②10月20日（土）
211講義室 13：00～14：30

近代
講師●谷口裕信・田浦雅徳
①11月17日（土）　②12月15日（土）
712教室　 13：00～14：30

参加費無料・申込不要（当日お越しください）
初心者でもお気軽にどうぞ。

【公開講座】日本書紀・古事記の世界
8 月26日（日）　431教室
10：00
〜

11：00
Ⅰ 「任

みま

那
な

」をたずねて
講師●遠藤慶太

11：00
〜

12：00
Ⅱ 神

じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

紀と好
こう

太
たい

王
おう

碑
ひ

文
講師●荊木美行

13：00
〜

14：30
Ⅲ 三重の采

うね

女
め

と伊勢の大
おお

鹿
が

氏
講師●岡田　登

参加費無料　おはがきでお申し込みください。
（昼食は各自ご用意ください）

【
訂
正
と
お
詫
び
】
前
号（
第
37
号
）に
掲
載
の
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
・
皇
學
館
大
学
共
催
講
座

特
別
公
開
講
座
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

〈
講
座
タ
イ
ト
ル
〉

誤

／

◯正

／

〈
申
込
み
・
問
合
せ
先
〉

誤◯正

6月
 9●土   月例文化講座 431教室
  ケータイ文化とつながり確認のことば

◆◆前田至剛 文学部講師

  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「建御名方命」

◆◆白山芳太郎 文学部教授

 14●木   第17回現代日本塾 621教室
  まちづくりへの学生参加

◆◆大阪人間科学大学教授　片寄俊秀氏

 16●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「万葉人の信仰⑵」

◆◆本澤雅史 文学部教授

 23●土   古文書講座 712教室
  古文書を読もう!（中世）◆◆岡野友彦 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「伊勢・外宮と仏教」◆◆河野訓 文学部教授
 30●土   神道博物館教養講座 佐川記念神道博物館講義室
  伊勢の神宮を語るⅠ　日本文化の源流を考える　

「伊勢の神宮と日本人（仮称）」
◆◆伴五十嗣郎 皇學館大学名誉教授・特別教授

7月
 7●土   創立百三十周年・再興五十周年記念特別講座 622教室
  日本人の精神文化伝統をいかに継承するか

◆◆鉄道情報システム常勤監査役、本学客員教授、
　憲法・皇室法研究家　田尾憲男氏

 8●日   皇學館大學人文學會大会 431教室
  記念講演「宮家制度の成立と展開」

◆◆京都産業大学名誉教授、モラロジー研究所教授、
　本学特別招聘教授　所功氏

 14●土   月例文化講座 431教室
  英語はどこからきたのか？

　英語の起源をさぐる　◆◆児玉玲子 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「ニニギノミコトの誕生」

◆◆白山芳太郎 文学部教授

 19●木   第18回現代日本塾 621教室
  障害のある人と共に生きる（仮題）

◆◆産経新聞厚生文化事業団　片山宣博氏

 21●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「伊勢・内宮と仏教」◆◆河野訓 文学部教授
  　土   みえアカデミックセミナー2012 三重県文化会館レセプションルーム
  健康維持とこころの維持　体育学、心理学から

できること　◆◆叶俊文 教育学部教授
  これからの保育、社会にとって大切なこと

◆◆檜垣博子 教育学部教授

  　土   皇學館大学　ふるさと講座 名張市防災センター
  名張と自然災害　名張川の恵みと氾濫～その

歴史的影響　◆◆清水潔 皇學館大学学長
 28●土   古文書講座 712教室
  古文書を読もう!（中世）◆◆岡野友彦 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「伊勢の斎王と斎宮」

◆◆岡田登 文学部教授

 29●日   創立百三十周年・再興五十周年記念特別講座 ホテルグリーンパーク津
  日本人にとって「大切なこと」◆◆京都産業大学名誉

教授、モラロジー研究所教授、本学特別招聘教授　所功氏
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